
〇生体反応ࣔࣝࢹ
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 生体反応特性
・運転負荷͗継続ͤΖΓう͵状況下Ͳ͹反応

ʤ幅͹狭い道、一本橋ʥ

⇒徐々Ͷ反応、一定時間継続ʤRRI・GSRʥ

・ハンχϩ操作Ͷ起因ͤΖ反応
ʤふΔͯ͘、スラϫーム、右左折ʥ

⇒瞬間的Ͷ反応、ͤぐͶ通常値΃戻ΖʤEMG・GSRʥ

・複数͹通行空間を走行ͤΖ際͹自転車͹車両挙動ͳ被験者͹挙動を計測ͤΖこͳͲ、各通行帯
を走行ͤΖうえͲ要求さΗΖ運転タスクͳ生体反応ͳ͹関係を分析ͤΖ

・運転技能や知覚能力͹大小͵ʹ͹個人差ͶΓΖ生体反応͹反応特性を調΄Ζ
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自転車利用時の生体反応ࣔࣝࢹにࡿࡼスࣞࢺス評価

大阪市立大学大学院 ○立㔝勝真 吉田長裕

〇計測機器

連続使用時間：4時間
外形寸法：D34×H67×W117mm

質㔞：約270g
通信距離：約100m

ビ࣓࢝࢜ࢹラ

EMG電極と
ボ࣮࢔࢕ࢹス

GSR電極

ECG電極

 実験手順

ᶅ安静状態ʤベンチͶ座ͮͪ状態ʥ5分間計測
ᶆ通常走行状態ʤ公園内を自由Ͷ走行ʥ3分間を計測
ᶇコース走行状態を計測

 被験者

・自転車運転経験͹異͵Ζ男子学生5名ʤ日常利用者2名、非日常利用者3名ʥ

 実験コ࣮ス

ᶅ単純͵運転タスク処理を要求ͤΖ実験コースʤ大阪市立大学内ʥ
ᶆ複雑͵運転タスク処理を要求ͤΖ実験コースʤ大阪府堺市 実道路上ʥ

・自転車道、自転車歩行者道͖Δ構成さΗΖ全長約1.5km͹コース

 ศ析方法

・スφϪスͶ関わΖ運転経験差、自転車利用環境Ͷ求ΌΔΗΖ運転タスク͹程度を明示
的Ͷ考慮ͤΖͪΌ、個人差Ͷͯいͱͺ運転経験、運転タスク͹程度Ͷͯいͱͺ走行
コースͳ͢ͱ具体化͢、生体反応͹違いを比較ͤΖ

・ͨΗͩΗ͹生体反応͹平均値、分散、最大値ʤEMGʥͶΓΖ比較
ここͲ、分散ͺ生体反応͹変動幅を表ͤ

自転車道

㸦通行帯幅員：1.1m㸧
視覚ศ離自歩道

㸦通行帯幅員：1.35m㸧

ձ学内コ࣮ス ղ路ୖコ࣮ス

被験者㸦1人㸧におけࡿ生体反応標準化係数

ふࡘࡽき ハンࣝࢻษࡾ替え時

 タスクの程度と生体反応
・運転タスク͹程度ͶΓͮͱ生体反応Ͷ変化

・EMGͳGSRͶ͕いͱ、運転経験͹差͗影響

⇒危険認知Ͷ関ͤΖ能力͗生体反応Ͷ影響を与えͱいΖ可能性
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タスク別平均値㸦EMG㸧
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 通行帯評価
▪スφϪス͗大͘いͳ評価さΗΖ通行帯

単路部 ：自転車道ʤEMG・GSRʥ
交差点部：自歩道ʤRRI・EMGʥ

▪評価Ͷ影響ͤΖͳ予想さΗΖ要因
・道路状況ʤ通行帯幅員・カーϔʥ
・交通状況ʤ自転車ͳ͹ͤΗ違いʥ

単路部 交差点部

・自転車通行空間Ͷ͕いͱ、歩道や車道上Ͷ様々͵タイϕ͹΍͹͗存在
・通行帯選択͹際、性別や交通ϩーϩͶ関ͤΖ知識͹有無͵ʹ͹個人属性͗影響
・自転車利用環境͹客観的評価ͳ͢ͱ、利用者͹心理的負担を反映ͪ͢心拍間隔ʤRRIʥ

を用いͪ評価手法΍存在ͤΖ͗、様々͵通行環境͹評価Ͷͤ΄ͱ適用Ͳ͘Ζ指標
ͳ͢ͱͺ確立さΗͱい͵い

生体反応ʤ心拍間隔・筋電・電気皮膚反応ʥͶΓΖスφϪス計測を用いͱ、運転タスクͳ
スφϪス要因͹異͵Ζ様々͵自転車利用環境͹評価͗可能͖ʹう͖を実験的Ͷ検討ͤΖ

㸯.背景࣭目的

㸰.走行実験

㸱.結果

㸲.今後の展開

〇生体反応指標

・心電図͹R波ͳR͹間隔ʤRRIʥ͹変動、
ͯまΕ瞬時心拍数͹変動を意味ͤΖ

RRI減少 → スφϪス 大

・筋肉Ͳ発生ͤΖ微弱͵電位差͹変化を
検出ͪ͢΍͹

振幅増加 → スφϪス 大

・強い刺激や精神活動Ͷ伴い、発汗͵ʹͶ
ΓΕ皮膚Ͷ一時的Ͷ生ͣΖ電気的変化͹こͳ

数値上昇 → スφϪス 大
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運転タスクͳͺ
利用者͗自転車Ͷ乗車͢ͱ、通行帯を
走行ͤΖうえͲ必要ͳ͵Ζ作業負荷

RRI 区間全体を評価する指標

EMG
各ストレッサーの度合を評価する指標

ʤ運転負荷͹短いスφϪッサーͶ適ͤʥ
例：人・自転車・障害物

GSR
各ストレッサーの度合を評価する指標

ʤ運転負荷͹継続ͤΖスφϪッサーͶ適ͤʥ
例：通行帯幅員・ϓェンス・カーϔ

※EMGͳGSRͲͺ、反応速度Ͷ差͗あΖͪΌ、運転
負荷͹継続時間ͶΓΕ、適正͗異͵Ζ


